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愛は南から
　10 月 18 日、西予市野村町で「第 75

回愛媛県総合畜産共進会・肉用種種牛

の部 審査会」が開催され、『未経産の部』

で優等賞主席に選ばれた池田一
か ず な り

成さん

（広見）の出品牛「えいこ 1」が、農林水

産大臣賞に輝きました。

　主催する県畜産協会によると、主に

牛の成熟度など外観で優劣を判断する

同賞においては、出産を経験した経産

牛のほうが成熟度が高いため、通常は経

産牛が選ばれるそうで、発育途上とい

える未経産牛での受賞は極めて珍しく、

快挙だということです。

　池田さんは、「牛の立ち方など調教に力を入れ、栄養管理することで余分な脂肪をしぼったこ

とが良かったのだと思う。今回の受賞が、南宇和全体の畜産業の評価が上がるきっかけになれば」

と話してくれました。

町長の行動
10 月
17 日 戦没者追悼式、内外情勢調査会宇和島支部懇談会（宇和島市）
18日 町中学生海外研修事業報告会
20日 ふるさと一本松祭、山本公一君を励ます会（松山市）
22日 松山大学創立 90 周年記念式典（松山市）、知事との意見交換会（宇和島市）
23日 愛媛政経懇話会 10月例会（松山市）、全国漁港漁場大会歓迎レセプション（松山市）
24日 全国漁港漁場大会（松山市）
25日 松山大学講義（松山市）
26日 南予郵便局長会・夫人会合同レクリエーション来賓挨拶
27日 職員採用試験
29 日 えひめトップミーティング（松山市）、市町連携推進本部会議（松山市）
30日 津島水道企業団議会（宇和島市）、スペイン大使歓迎レセプション（松山市）
31日 旧遍路道の歩き遍路体験（松山市）、内外情勢調査会愛媛県 5支部合同懇談会（松山市）

11 月
  6 日 南宇和犯罪被害者支援連絡協議会定例会
  8 日 林業躍進プロジェクト推進会議（宇和島市）、町村会全員連絡会（松山市）
  9 日 木とのふれあい広場
12日 消防庁舎に関する蓮乗寺地区説明会
15日 トライアスロン実行委員会

愛南町の人口
平成 25 年 11 月 1 日現在

10,796 戸世帯数 11,306 人男 12,788 人女24,094 人人口

池田さんと「えいこ 1」
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　 御荘文化センターで「愛南町戦

没者追悼式」が行われ、先の大戦に

おいて亡くなられた方々を追悼し、

平和を祈念しました。追悼の辞では、

平和の大切さを訴え、再び戦禍の悲

劇を繰り返さないことを固く誓いま

した。(10/17)

　 11月3日、

第 21 回危険

業務従事者

叙勲が発令

さ れ、 元 愛

南町消防長 佐藤謙
け ん き ち

吉さん

(広見 )が、著しく危険性の

高い業務に精励し、国家又

は公共に対し多大な功績が

あったとして「瑞宝単光章」

を受章されました。佐藤さ

んは 11 月 15 日、役場本庁

を訪問して清水町長に栄え

ある受章を報告しました。

　佐藤さんの晴れの受章を心からお喜び申し上げます。

　中学生海外研修事業で 8月 13 日

から 22 日までオーストラリアのブ

リスベン近郊で研修を行った一本

松中、御荘中、篠山中、内海中、城

辺中の研修生が、学校ごとにそれ

ぞれの研修成果を報告しました。

(10/18)

　本町出身のコントラバス奏者、

吉本宗
し ゅ う じ

司さん主催による「第 5回

愛南アンサンブルコンサート」が、

御荘文化センターで開催されまし

た。会場には約 500 名の観客が訪

れ、バイオリン、チェロなどの弦

楽器やバンドネオンの演奏に酔い

しれました。(10/19)

　御荘文化センターで「海上自衛

隊呉音楽隊演奏会」が開催され、親

子連れなど大勢の観客が大迫力の

演奏を楽しみました。演奏会では、

南宇和高校吹奏楽部との合同演奏

もあり、同校校歌やスタジオジブ

リ・アニメメドレーなど 3曲を競

演しました。(10/26)

　「愛南町小・中学校音楽発表会」

が御荘文化センターで開催され、

町内の児童・生徒が趣向を凝ら

した合唱や合奏を披露しました。

(11/13、14)
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受
け
継
が
れ
百
年 

    
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
わ
が
町
の
伝
統
芸
能

　
今
年
も
愛
南
町
で
、
農
作
物
の
収
穫
を
感
謝
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
御
荘
町
史
や
一
本
松
町
史
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
異
な
っ
た
日
に
秋
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
祭
り
当
日
に
は

年
に
1
度
の
ご
馳
走
を
作
り
、
他
地
区
の
親
戚
知
人
を
招
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
楽
し
い
反
面
、
農
家
な
ど
に
は
経
済
的
・

時
間
的
に
多
大
な
失
費
と
な
っ
た
た
め
、
大
正
3
年
（
1
9
1
4
年
）、
当
時
の
横
山
襄

じ
ょ
う

郡
長
の

提
案
に
郡
内
各
町
村
が
応
じ
て
、
明
治
天
皇
の
誕
生
日
で
あ
る
11
月
3
日
に
統
一
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
第
1
0
0
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
年
の
統
一
秋
祭
り
は
、
あ
い
に
く
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
天
候
不
良
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
町
内
各
地
区
で
は
四
ツ
太
鼓
、
牛
鬼
、
唐
獅

子
な
ど
が
繰
り
出
し
、
大
き
な
か
け
声
、
笛
や
太
鼓

の
音
色
が
終
日
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
秋
祭
り
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正木地区 五ツ鹿踊り
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　祭り当日は、残念ながら雨模様

で渡
と ぎ ょ

御の実施が危ぶまれましたが、

参加者のご尽力もあり、御荘地域

でも統一秋祭りを何とか無事に終

えることができました。

　今年は、伊勢神宮の 20 年に 1度の御遷宮、出雲大社

の 60 年に 1度の御遷宮があり、奇しくも、愛南町で秋

祭りの開催日が 11 月 3 日に統一されて 100 回目を迎

えた節目の年と重なりました。

　御荘町史によれば、大正 3年から 11 月 3 日を統一

秋祭りとしたそうですが、もちろん郡内のお祭りには、

それ以前からの長い歴史があります。当社では統一

100 周年を 1つの節目として、昨年から統一祭の広報

ポスターを作成して県内をはじめ県外にも掲示しまし

た。マイク放送による練り物の紹介や、女性のみの神

輿の運行など、新しい試みも好評価を得ました。また、

平城商店街には地区のご協力により、愛媛県神社庁か

ら頂いた日本国旗 70 本が美しく掲揚されました。

　何事も私ども神職一人が気張ったところで成し得な

いことであり、今回に限らず今までもたくさんの人た

ちのご尽力の上に成り立ってきたことだと改めて感じ

ました。

　さて、祭りに関わる全ての人が切実に感じているの

は、人口減少、少子高齢化のことではないでしょうか。

特に五ツ鹿踊りや唐獅子の踊り子、四ツ太鼓の乗り子

など、お祭りには子どもたちの参加が不可欠です。踊

りは一度なくなってしまうと復活することが非常に難

しく、乗り子がいないとその地区の出し物がなくなり

地区全体が不参加となってしまいます。御荘に限って

いうと、参加者は各行政区に頼っていますので、組入

りが前提になっているようです。このため、組入りし

ていない特に若い世帯に参加してもらえないジレンマ

があり、今後解決していくべき問題でもあります。

　普段から衣食住に不自由なく、どこにでも行ける現

代においては、1年に 1 度神様をお迎えし、神人一体

となって豊作・大漁を願ってきた先人たちの記憶は薄

れているかもしれません。ただ、私には、毎年お祭り

に関わってきて分かったことがあります。お祭りに参

加した皆さんは新たな魂を頂いたように、清々しく、

生き生きと帰って行かれます。お祭りにはそういう力

があるということです。ご先祖様たちが大切に守って

きたこの素朴なお祭りを、これからもさらに賑やかに

継承していきたいものです。

八幡神社（御荘平城）

石野春
は る き

樹宮司にお話を伺いました。

祭りを活性化させたいという思いで石野宮司が発案した女神
輿が今年初めて運行されました。

岩水地区 子ども神輿

城辺下組 唐獅子

福浦地区 神輿と四ツ太鼓
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菊川地区 唐獅子

久良（大寿浦）地区 へと踊り

魚神山地区 神輿

馬場地区 牛鬼

深浦地区 神輿

城辺中組 唐獅子

家串地区 荒獅子

外泊地区 神輿
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子
ど
も
の
頃
に
指
折
り
数
え
て

待
ち
わ
び
た
秋
祭
り
は
、

遠
く
離
れ
た
異
郷
に
あ
る
方
々
に
と
っ
て
は

懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
も
喜
び
と
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
素
朴
で
力
強
い
文
化
で
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
文
化
が

長
き
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
陰
に
は
、

労
を
惜
し
ま
ず
、
正
確
な
所
作
な
ど
を

次
世
代
へ
と
伝
承
し
て
き
た
人
た
ち
の

存
在
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

僧都地区 お伊勢踊り

船越地区 五ツ鹿踊り

長月地区 四ツ太鼓 満倉地区 牛鬼

柏地区 神輿福浦地区 三番叟

長崎地区 大天狗 家串地区 相撲練り
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第
２
回
愛
南
町
議
会
議
員
研
修
会
・

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た

■
議
会
事
務
局
か
ら

議員・各種農林業団体等役員意見交換会

赤
潮
被
害
軽
減
の
方
策
を
探
る

■
水
産
振
興
室
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
第
２
回
目
と
な
る
愛
南
町
議
会
研

修
会
が
行
わ
れ
、
町
議
会
議
員
15
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
か
ら
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
及
び
新
ご
み
処
理
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
町
税
務
課
か
ら
「
国
民
健

康
保
険
税
の
制
度
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
課
税
方
法
や
県
内
の
保
険
税

（
料
）
試
算
状
況
等
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
「
愛
南
町
議
会
議

員
・
各
種
農
林
業
団
体
等
役
員
意

見
交
換
会
」
が
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
町
議
、
各
種
農
林
業
団

体
の
役
員
な
ど
約
60
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
同
会
で
は
、
ま
ず
認
定
農
業

者
協
議
会
の
吉
田
浩
ひ
ろ
し

さ
ん
（
吉
田
農

園
代
表
者
）
か
ら
、
全
国
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会
で
名
誉
賞
に
輝
い

た
「
河
内
晩
柑
の
直
接
販
売
へ
の
取

組
」
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
青
年
農
業
者
協
議

会
、
愛
南
生
活
研
究
協
議
会
、
愛
・

レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
、
各
部
会
、
森

林
組
合
か
ら
活
動
内
容
等
に
つ
い
て

の
報
告
、
町
農
林
課
か
ら
の
各
種
事

業
概
要
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
質
疑
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
今

後
の
愛
南
町
の
農
林
業
等
の
推
進
に

向
け
た
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
の
意

見
を
交
換
し
、
お
互
い
に
理
解
を
深

め
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
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近
年
、
宇
和
海
沿
岸
で
赤
潮
被
害

が
頻
発
し
、
本
町
で
も
赤
潮
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
養
殖
業
対
策
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
他
県
の
赤

潮
防
除
の
取
組
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
平
成
25
年
度
第
１
回
愛

南
町
水
産
セ
ミ
ナ
ー
」
を
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
赤
潮
被
害
対
策

の
先
進
地
で
あ
る
鹿
児
島
県
か
ら
お

招
き
し
た
折お

り

田た

和か
ず

三み

先
生
（
鹿
児
島

県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
主

幹
）
が
、
海
上
の
粘
土
散
布
に
よ
る

赤
潮
防
除
に
つ
い
て
の
取
組
を
紹
介

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
内
を
は

じ
め
、
宇
和
海
沿
岸
の
漁
業
関
係
者

約
１
２
０
名
が
来
場
し
て
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　
折
田
先
生
は
講
演
の
中
で
、
海
上

の
粘
土
散
布
は
粘
土
中
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
イ
オ
ン
が
赤
潮
生
物
に
作
用
し

て
細
胞
を
破
壊
し
、
さ
ら
に
は
凝

集
・
沈
降
さ
せ
る
こ
と
で
海
中
の
赤

潮
生
物
の
致
死
濃
度
が
下
が
り
、
養

殖
魚
類
の
へ
い
死
を
免
れ
る
と
い
っ

た
粘
土
散
布
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
「
餌
止
め
」

や
「
い
け
す
沈
下
」
な
ど
、
鹿
児
島

県
で
実
施
し
て
い
る
他
の
被
害
対
策

も
紹
介
し
ま
し
た
。
折
田
先
生
は
、

粘
土
散
布
に
よ
る
防
除
は
緊
急
的
対

策
で
あ
る
と
し
、
日
頃
か
ら
の
定
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
を
促

し
な
が
ら
、
「
赤
潮
の
種
類
に
よ
っ

て
は
被
害
を
与
え
る
養
殖
品
種
が
違

う
た
め
、
同
じ
海
域
を
利
用
し
て
い

る
水
産
関
係
者
間
の
調
整
が
必
要
で

あ
る
」
と
来
場
者
に
説
明
し
ま
し

た
。 10/

   29
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第
４
回

　
町
議
会
臨
時
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

よ
り
よ
い
高
齢
化
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
共
に
考
え
よ
う

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

作文を発表する尾﨑大晟くん

防
火
の
輪
を
広
げ
よ
う

■
消
防
本
部
か
ら

本
庁
議
場
で
、
平
成
25
年
第

４
回
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、

「
Ｈ
25
深
浦
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
」
及

び
銭
坪
地
区
の
漁
業
環
境
改
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
公
有
水
面
の
埋

立
て
に
つ
い
て
」
の
２
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か

月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
が
抱
え

る
問
題
に
つ
い
て
地
域
全
体
で
考

え
、
支
え
合
い
の
仕
組
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
１
回 

あ
い
な
ん
〝
活
き
生
き
〞
推
進
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
内
小
・
中
学
校
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
、
本
大
会
テ
ー
マ

で
も
あ
る
『
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
』
を
題
材

と
し
た
作
文
や
絵
画
の
優
秀
作
品
の

表
彰
が
あ
り
、
尾
﨑
大た

い

晟せ
い

く
ん
（
一

本
松
中
３
年
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
内
有
志
に
よ
る「
ひ
ま

わ
り
一
座
」が
介
護
予
防
推
進
・
啓
発

劇
を
披
露
し
、
劇
中
紹
介
さ
れ
た「
健

康
体
操
」で
来
場
者
の
皆
さ
ん
も
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
気
テ
レ
ビ
番
組「
笑
点
」

の
座
布
団
運
び
で
お
馴
染
み
の
山
田

隆た
か

夫お

さ
ん
が「
笑
い
は
健
康
長
寿
の
も

と
」と
題
し
て
講
演
し
、
軽
快
な
ト
ー

ク
で
会
場
か
ら
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　
会
場
フ
ロ
ア
に
は
、
介
護
予
防
に

関
す
る
展
示
や
各
種
団
体
の
活
動
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
、
本
大
会
を
通
し
て
、
来
場

者
一
人
一
人
が
高
齢
化
社
会
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
る
意
義
深
い
一
日
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

【
本
大
会
で
の
作
文
・
絵
画
表
彰
者
は
次

の
と
お
り（
最
優
秀
、優
秀
賞
を
掲
載
）】

作
文
の
部

最
優
秀
賞

　
尾
﨑
大た

い

晟せ
い

く
ん（
一
本
松
中
３
年
） 

　「
幾
つ
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
」

優

秀

賞

　
和
田
　
楓

か
え
で

さ
ん（
城
辺
中
２
年
） 

　「
大
切
な
存
在
」

絵
画
の
部

最
優
秀
賞

　
草
木
原
寧ね

子ね

さ
ん（
船
越
小
６
年
） 

　「
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

優

秀

賞

　
山
川
滉こ

う

平へ
い

く
ん（
緑
小
６
年
） 

　「
い
っ
し
ょ
に
防
災
頭
巾
作
り
」
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
を
迎
え
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
町
全
体
に
防

火
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
御
荘
保
育

所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
平
城
小
学
校

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
同
校
バ
ト
ン
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
な
ど
約
１
８
０

名
が
参
加
し
て
御
荘

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
大

西
駿は

や

斗と

く
ん
と
井
上

直な

央お

ち
ゃ
ん
が
「
火

遊
び
は
し
ま
せ
ん
、

さ
せ
ま
せ
ん
」
と
、

ま
た
、
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
上
岡
大だ

い

悟ご

く

ん
と
梶
田
陽は

る

香か

さ
ん

は
「
火
災
を
な
く
し
、
す
ば
ら
し
い

私
た
ち
の
町
を
守
り
ま
す
」
と
元
気

よ
く
防
火
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ポ
ン
プ
車
を
先
頭
に
御
荘

支
所
か
ら
御
荘
夢
創
造
館
ま
で
の
約
１

㎞
を
パ
レ
ー
ド
し
、
道
行
く
人
な
ど
に

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

 11/
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屋
外
放
送
の
放
送
時
間
等
の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
み
か
ん
収
穫
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
放
送
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

・
朝
と
夜
の
定
時
放
送
は
、
屋
外
放

住宅名称及び所在地 構造等 間取り 月額家賃 駐車場

中浦団地（2階5号室、3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
（築35年）

3DK
56.3㎡

9,100円～
13,600円

有

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要

①
単
身
者
で
も
申
込
み
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
世

帯
を
有
し
て
い
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

②
入
居
に
は
、
連
帯
保
証
人
が
２
名
必
要
で
す
。
ま
た
、

敷
金
は
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
、
共
益
費
は
別
途
必
要
で

す
。
な
お
、
入
居
ま
で
多
少
時
間
の
か
か
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
12
月
16
日（
月
）〜
25
日（
水
）

入
居
者
資
格

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。）

①
住
宅
に
お
困
り
の
方
、町
内
に
居
住
を
希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申
込
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
特
別
な
事
情
の
場
合
は
別
途
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。た
だ
し
、公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
は
、
公
営
住

宅
へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
） 

15
万
８
千
円
以
下

申
込
み

　
住
宅
ご
と
で
の
申
込
み
と
な
り
、
財
産
管
理
課
又
は
各

支
所
で
入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

送
を
中
止
し
ま
す
。

・
昼
の
定
時
放
送
は
、
屋
内
放
送
と

時
間
を
ず
ら
し
て
屋
外
放
送
を
行
い

ま
す
。

朝
の
定
時
放
送

昼
の
定
時
放
送

夜
の
定
時
放
送

屋
内

放
送

従
来
ど
お
り

８
時
か
ら

放
送
し
ま
す
。

従
来
ど
お
り

12
時
30
分
か
ら

放
送
し
ま
す
。

従
来
ど
お
り

18
時
30
分
か
ら
放
送
し
ま
す
。

（
春
・
夏
は
19
時
30
分
か
ら
）

屋
外

放
送

放
送
し
ま
せ
ん
。

12
時
40
分
以
降
に

放
送
し
ま
す
。

放
送
し
ま
せ
ん
。

※
災
害
時
等
の
緊
急
放
送
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
12
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
緑

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費

　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

問
合
せ

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１
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事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
皆
様
へ

〜
平
成
27
年
度
か
ら
県
内
一
斉
に

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
完
全
実
施
し
ま
す
〜

■
税
務
課
か
ら

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

高
齢
者
の
方
に
お
く
す
り
手
帳
カ
バ
ー
を
配
布
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

おくすり手帳のほか、病院の

診察券などが収納できます。

　
愛
媛
県
で
は
、
個
人
住
民
税
の
滞

納
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
「
個
人

住
民
税
の
普
通
徴
収
か
ら 

特
別
徴

収
へ
の
切
替
」
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
県
内
一
斉

に
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
が
完
全

実
施
と
な
り
ま
す
。

【
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
】

①
事
業
主(

給
与
支
払
者
）
が
所
得
税

の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、個
人
住
民
税

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
等（
給

与
所
得
者
）
に
代
わ
り
、毎
月
支
払
う

給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

町
へ
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

②
事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
原
則

す
べ
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
、
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
地
方
税

法
に
よ
り
、
特
別
徴
収
で
の
納
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
Ｑ
＆
Ａ
】

事
業
主
の
事
務
負
担
が
増
え
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

所
得
税
の
よ
う
に
、
税
額
の
計

算
や
年
末
調
整
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
税
額
の
計
算
は
事
業
主
の
提
出
す

る
給
与
支
払
報
告
書
に
基
づ
い
て
町

が
行
い
、
従
業
員
ご
と
の
住
民
税
額

を
あ
ら
か
じ
め
町
か
ら
事
業
主
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月

の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
翌
月
の
10

日
ま
で
に
町
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
は
、町
へ
の
申
請
に
よ
り
、

年
12
回
の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
納
期
の
特
例
）。

従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
で
す
か
。

普
通
徴
収
の
納
期
が
年
４
回
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
特
別
徴
収

は
年
12
回
の
納
期
な
の
で
、
従
業
員

の
１
回
当
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く

な
り
負
担
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
が
納
税
す
る
た
め

に
金
融
機
関
や
町
の
窓
口
へ
出
向
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
て
滞
納
し

た
り
、
延
滞
金
が
か
か
っ
た
り
す
る

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ 

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

Ｑ

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
の
１
年
間
の
生
産
活
動
の

実
態
を
調
べ
る
た
め
、
12
月
31
日
に

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

愛
南
町
で
は
、
約
90
の
事
業
所
が
調

査
対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査
対
象
と

な
っ
た
事
業
所
に
は
、
12
月
下
旬
か

ら
来
年
１
月
上
旬
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

　
愛
南
町
で
は
、
高
齢
者
の
服
薬
や

健
康
に
関
す
る
情
報
を
１
冊
に
ま
と

め
て
管
理
で
き
る
よ
う
、
お
く
す
り

手
帳
カ
バ
ー
「
く
す
り
と
ケ
ア
の
情

報
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
お

く
す
り
手
帳
を
は
じ
め
、
医
療
保
険

証
、
介
護
保
険
証
、
病
院
の
診
察

カ
ー
ド
な
ど
を
一
括
し
て
保
存
・
管

理
で
き
る
多
機
能
の
手
帳
カ
バ
ー
で

す
。
町
内
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
調
剤

薬
局
等
を

通
じ
て
配

布
し
ま
す

の
で
、
お

薬
を
受
け

取
る
際
に

お
申
し
出

く
だ
さ
い
。な
お
、町
内
の
調
剤
薬
局

を
利
用
し
な
い
方
や
入
院
中
の
方
な

ど
は
、
各
支
所
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
も
お
受
け
取
り
で
き
ま
す
。

※
お
く
す
り
手
帳
カ
バ
ー
の
配
布

は
、お
一
人
に
つ
き
１
冊
で
す
。

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

℡
７
２
―

７
３
２
５

Ａ

ＱＡ
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防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

12
月
21
日
は
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」
、

　
12
月
17
日
〜
23
日
は
「
え
ひ
め
防
災
週
間
」
で
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

「
平
成
26
年
愛
南
町
成
人
式
」
開
催
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　「
大
規
模
災
害
に
備
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。「
災
害
に
強
い
町
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
多
く
の
方
々
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
15
日（
日
）

　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

①
基
調
講
演

　
12
月
21
日
は
、
昭
和
南
海
地
震

（
昭
和
21
年
）が
発
生
し
た
日
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
愛
媛
県
防
災
対
策
基

本
条
例
に
よ
り
「
え
ひ
め
防
災
の

日
」
と
定
め
ら
れ
、
県
市
町
・
消

防
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
総
ぐ
る

み
で
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
防
災
訓

練
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
17
日
（
火
）
〜

23
日
（
月
・
祝
）
は
「
え
ひ
め
防
災
週

間
」
で
す
。

　
今
後
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
南

海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
起
き

た
と
き
、
県
市
町
・
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
は
救
援
・
救
助
活
動
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
が
（
公
助
）
、
ま
ず

は
皆
さ
ん
自
身
で
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
（
自
助
）
。
し
か

し
、
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
隣
近
所
や
自
主
防
災
組
織
で

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す（
共
助
）。

　
防
災
週
間
に
は
次
の
こ
と
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
誘
い
合
っ

て
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

○
非
常
時
持
出
袋
の
準
備
・
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
所
や
避
難
路
の
確
認
、
緊
急

時
の
連
絡
先
な
ど
を
家
族
で
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
や
家
屋
の

耐
震
化
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
消
防
本
部
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

日
時
　
平
成
26
年
１
月
３
日（
金
）

　
　
　
受
付 

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

　
　
　
式
典 

14
時
〜

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他
　
対
象
者
に
は
別
途
ご
案
内

し
ま
す
が
、
12
月
５
日（
木
）ま
で
に

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
、
生

涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
課
で
は
「
新
成
人

誓
い
の
言
葉
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

「
大
災
害
時
の
生
活
課
題
と
、
事
前

に
備
え
る
地
域
づ
く
り
」

　
講
師
　
神
戸
大
学
　

　
　
　
　
社
会
科
学
系
教
育
研
究
府 

　
特
命
准
教
授
　
紅べ

に

谷や

昇
し
ょ
う

平へ
い

氏

②
愛
南
町
小
学
生
東
北
地
方
視
察
研

修
事
業
報
告
会

③
地
域
防
災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
に
つ
い
て

問
合
せ

　
消
防
本
部
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１
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建
築
確
認
申
請
除
外
区
域
が
廃
止
さ
れ
ま
す

■
建
設
課
か
ら

愛南都市計画区域

建築確認申請除外区域

※平成25年12月31日限りで
廃止されます。

年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

　
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
、
宇

和
島
都
市
計
画
区
域
及
び
愛
南
都
市

計
画
区
域
に
お
い
て
指
定
し
て
い
る

「
建
築
確
認
申
請
除
外
区
域
」
は
、

平
成
25
年
12
月
31
日
限
り
で
廃
止

さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
建
築
確

認
申
請
除
外
区
域

内
で
は
住
宅
等
の

小
規
模
建
築
物
は

建
築
確
認
申
請
が

不
要
で
し
た
が
、

同
都
市
計
画
区
域

内
に
お
い
て
、
平

成
26
年
１
月
１
日

以
降
に
着
工
す
る

す
べ
て
の
建
築
物

は
、
原
則
、
建
築

確
認
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
建
築
確
認

申
請
以
外
の
建
築

基
準
法
の
適
用
は

廃
止
の
前
後
で
変

更
は
な
く
、
す
べ

て
の
規
定
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

　
建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

　
県
南
予
地
方
局
建
築
指
導
課

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

愛　南　町

役
場
本
庁
　

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

12
月
28
日（
土
）か
ら
１
月
５
日（
日
）ま
で
休
業

戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可
証
の
発
行
は

行
い
ま
す
。

内
海
支
所
　

（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

御
荘
支
所
　

（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

一
本
松
支
所

（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

西
海
支
所
　

（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）

・
１
月
１
日（
水
）か
ら
１
日
３
日（
金
）ま
で
可
燃
ご
み

収
集
業
務
は
休
み

・
新
聞
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
込
み
は
、12
月
30
日

（
月
）15
時
ま
で

・
粗
大
ご
み
の
持
込
み
は
、12
月
27
日（
金
）12
時
ま
で

※
１
月
４
日（
土
）は
、新
聞
、
雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
及
び
粗

大
ご
み（
可
燃
物
に
限
り
ま
す
。）の
持
込
み
が
で
き
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
８
４
―

３
７
０
０
）
12
月
29
日（
日
）〜
１
月
３
日（
金
）、１
月
５
日（
日
）が
休
業

御
荘
夢
創
造
館
　
　

（
℡
７
２
―

１
１
１
６
）
12
月
29
日（
日
）か
ら
１
月
３
日（
金
）ま
で
休
業

国
保
一
本
松
病
院
　

（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

12
月
28
日（
土
）か
ら
１
月
５
日（
日
）ま
で
休
業

※
内
海
診
療
所
は
、
12
月
31
日（
火
）が
一
般
内
科
当
直

医
と
な
っ
て
い
ま
す（
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）。

内
海
診
療
所
　
　
　

（
℡
８
５
―

０
３
４
１
）

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

DE
・
あ
・
い
・
21 

（
℡
８
５
―

１
０
２
１
）

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）
12
月
28
日（
土
）か
ら
１
月
７
日（
火
）ま
で
休
業

※
27
日（
金
）17
時
15
分
以
降
の
施
設
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

御
荘
霊
苑

（
℡
７
２
―

４
４
２
０
）
12
月
30
日（
月
）、１
月
１
日（
水
）、１
月
３
日（
金
）が
休
業

一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘

（
℡
８
４
―

３
２
６
０
）
年
末
年
始
、
無
休
で
営
業
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平
成
25
年
10
月
分
か
ら
の
年
金
額
の

　
　
　
改
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と
し
て

「
２
年
前
納（
口
座
振
替
）」
が
始
ま
り
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
現
在
の
年
金
額
は
、
過
去
に
物
価

が
下
落
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年

金
額
を
据
え
置
い
た
こ
と
で
、
本

来
の
水
準
よ
り
も
高
い
水
準
（
特
例

水
準
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
段
階
的

に
特
例
水
準
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ

り
、
年
金
財
源
の
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
の
受
給
者
と
な
る
若
い

世
代
の
こ
と
も
考
慮
し
、
世
代
間
の

公
平
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
年
金
額
は
、
年
金
額
改
定
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
同
通
知

書
は
、
12
月
13
日
（
金
）
の
支
払
に
向

け
、
原
則
と
し
て
、
年
金
振
込
通
知

書
と
一
体
と
な
っ
た
お
知
ら
せ（
ハ
ガ

キ
）で
12
月
４
日
以
降
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
18
日（
水
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

  

税
務
課
等
か
ら

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
一
般
）
に
加
入
し

て
い
る
方
が
退
職
被
保
険
者
・
被
扶

養
者
の
適
用
要
件
に
該
当
し
て
い

る
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
「
退

職
」
へ
の
切
替
え
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
12
月
か
ら
、
担
当
課
で
要
件

確
認
が
で
き
た
場
合
は
届
出
を
省
略

し
、
直
接
、
退
職
被
保
険
者
証
（
水

色
）を
送
付
し
ま
す
。

※
切
替
え
に
必
要
な
情
報
確
認
の
た

め
、
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
退
職
被
保
険
者
の
適
用
を
受
け
た

方
の
保
険
料
や
負
担
割
合
は
国
民

健
康
保
険
一
般
被
保
険
者
と
同
じ

で
す
。

退
職
者
医
療
制
度
と
は
…

　
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
か
か
る
医
療
費
の
一
部
を
、

被
保
険
者
が
在
籍
し
て
い
た
会
社
や

共
済
組
合
な
ど
（
被
用
者
保
険
）
か
ら

の
拠
出
金
で
ま
か
な
う
制
度
で
す
。

【
適
用
要
件
】

○
本
人

　
65
歳
未
満
で
厚
生
年
金
や
各
種
共

済
組
合
な
ど
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
給
し
て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間

が
20
年
以
上
、
又
は
40
歳
以
降
に
10

年
以
上
あ
る
方

○
被
扶
養
者

　
退
職
者
本
人
の
直
系
尊
属
、
配
偶

者
、
３
親
等
以
内
の
親
族
、
又
は
配

偶
者
の
父
母
と
子
で
、
年
間
収
入

１
３
０
万
円
（
障
害
者
や
60
歳
以
上

の
方
は
１
８
０
万
円
）未
満
の
方

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分

か
ら
、
割
引
額
の
大
き
な
２
年
前
納

が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
メ
リ
ッ
ト

・
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の

割
引
に
な
り
ま
す
（
割
引
額
は
平

成
25
年
度
の
保
険
料
の
推
計
で

す
。）。

・
２
年
前
納
分
の
金
額
が
そ
の
年
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利

用
が
可
能
で
、
お
申
込
み
期
限
は
毎

年
２
月
末
ま
で
で
す
。

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所  

国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　１月１４日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１２月１４日（土）・２５日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
・

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

■
愛
南
地
域
連
携
会
議
か
ら

病院
2

3

1

4

5

6

かかりつけ医

専門医

鈴木さん

受診

紹介

受診日の連絡

医療の提供

診療情報提供書
持参受診

受診日を調整連絡
診療情報提供書を提供

　
鈴
木
さ
ん（
仮
名
）は
、
65
歳
の
男

性
で
す
。
最
近
、
愛
南
町
の
胃
が
ん

検
診
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
「
精
密
検

査
の
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
結
果

が
届
き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、

も
う
ド
キ
ド
キ
で
す
。
「
ど
こ
に
か

か
っ
た
ら
い
い
の
か
」、「
手
術
が
必

要
と
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
ど
こ
に
受
診
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
高
血
圧
で
通
院
中

の
か
か
り
つ
け
医
が
近
く
に
あ
っ
た

の
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
検
診
結
果

を
持
参
し
て
受
診
し
ま
し
た
。
か
か

り
つ
け
医
は
、
胃
カ
メ
ラ
や
血
液
検

査
を
行
い
、
鈴
木
さ
ん
に
「
が
ん
の

可
能
性
が
あ
る
」
と
、
専
門
的
治
療

の
必
要
性
を
説
明
し
、
専
門
医
を
受

診
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
「
が
ん
だ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」、「
が
ん
な
ら
、
が
ん

専
門
の
病
院
で
治
療
を
受
け
た
い
」

と
考
え
ま
し
た
。
か
か
り
つ
け
医
に

そ
の
旨
を
伝
え
、
紹
介
状
を
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。
紹
介
状
は
『
診
療

情
報
提
供
書
』
と
い
い
、
か
か
り
つ

け
医
で
行
っ
た
検
査
の
デ
ー
タ
や
胃

カ
メ
ラ
の
画
像
ま
で
準
備
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
連
携
と
い
う

仕
組
み
で
専
門
医
を
受
診
す
る
日
の

調
整
を
し
、
予
約
を
と
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
か
か
り
つ
け
医
か
ら

専
門
医
に
か
か
る
際
の
手
続
き
が
一

連
の
仕
組
み
と
な
り
、
病
院
の
機
能

も
役
割
分
担
し
て
い
る
の
で
す
。

事
例
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
ん
検
診

か
か
り
つ
け
医

地
域
連
携

病
院
の
役
割
分
担

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  
℡
７
２
―

７
３
２
５

シ
リ
ー
ズ
①
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周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

・

●

●

●

●

御荘地域

城辺地域

西海地域

内海地域

一本松地域

29 30
32

31

27

28

24

23
25
26

20

4

2

40

13

22

8

9

1

66

33

34

35

36
37

38

39
41～43

44
64

4546
47 54
55

63 68

65

53

5
6 10

14 12

11
15
16

21

17 18

7

19

48

49
56

5758
59

60

61
623

50 51

52・67

　
現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所（
平
成
25
年
４
月
現
在
）あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事
な

ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、
最

低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
県
か

ら
の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模
の

大
小
に
関
係
な
く
、
お
早
め
に
生
涯

学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は

　
貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
土
地
の
中
に

文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い

る
土
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
開
発
行
為
と
は

　
単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的

に
遺
跡(

埋
蔵
文
化
財)

の
状
況
を
変

化
さ
せ
た
り
、
事
後
の
調
査
を
不
可
能
に

す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
不
明
な
時
は
（
ま
ず
は
相
談
を
）

　
ご
自
身
の
所
有
す
る
土
地
が
、
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
ど
う
か
不

明
な
場
合
は
生
涯
学
習
課
で
確
認
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号所在地 包蔵地名

城辺地域
41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56
城辺甲

常盤城跡
57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 豊田 御荘焼豊田窯跡
66
天嶬鼻

高野長英築造の台場跡
67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68か所

まずは相談を
開発には事前の届出が必要です
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随
時
会
員
募
集
中
で
す

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

サ
ッ
カ
ー
好
き
の
子
ど
も
た
ち
集
れ

A
IN
A
N
 S
O
C
C
E
R

‘S
 D
A
Y
2013

実
行
委
員
会
か
ら

　
９
月
に
開
催
し
た
、
町
民
の
皆

様
を
対
象
に
し
た
研
修
会
で
は
、

「
小
児
の
枠
を
超
え
て
、
老
若
男

女
問
わ
ず
町
民
み
ん
な
で
愛
南
町

の
医
療
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
た

い
！
」
と
い
う
思
い
を
改
め
て
強

く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思

い
が
皆
様
に
も
伝
わ
っ
た
の
か
、

守
る
会
の
会
員
数
も
少
し
ず
つ
で

す
が
、
着
実
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
冬
の
守
る
会
活
動
で
す
が
、

・
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
関
す

る
視
察

・
守
る
会
活
動
紹
介
の
た
め
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

・
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
」

を
計
画
、
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
「
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
で

は
、
現
在
メ
ニ
ュ
ー
を
栄
養
士

の
方
と
相
談
中
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
！

「
視
察
に
参
加
し
て
み
た
い
！
」
、

「
ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
知
り
た

い
！
」
と
思
わ
れ
た
方
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ
。
守
る
会
活

動
へ
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

a
ina

n.m
a
m
oru@

g
m
a
il.com

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
す
べ
て
の
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
南
宇
和
高
校
出
身
の
Ｊ
リ
ー
グ
経
験
者
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
教
室
「A

IN
A
N
 S
O
C
C
E
R

‘S
 D
A
Y
2
0
1
3

」
を
開
催
し
ま
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

優
勝
当
時
の
チ
ー
ム
が
夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
29
日（
日
）　
10
時
〜
16
時

場
所
　
南
レ
ク
城
辺
多
目
的
広
場

問
合
せ

　A
IN
A
N
 S
O
C
C
E
R ‚
S
 D
A
Y
2013 

実
行
委
員
会

　
南
宇
和
高
等
学
校 

記
念
事
業
事
務
局 

℡
７
２
―

１
２
４
１

　E
m
a
il a

ina
n.soccers.da

y@
g
m
a
il.com

お知らせ

新
入
社
員
振
り
返
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
か
ら

　
入
社
１
年
目
の
方
を
対
象
に
「
若
手
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
22
日（
水
）　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
受
付
13
時
〜
）

場
所
　
宇
和
島
第
一
ホ
テ
ル

講
師
　
㈱
コ
ン
シ
ャ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
　
代
表
取
締
役
　
岩
井
結ゆ

美み

子こ

氏

内
容
　
お
客
様
や
上
司
と
の
関
わ
り
方
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

申
込
締
切
日
　
１
月
10
日（
金
）

そ
の
他
　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
定
員（
30
名
）に
な
り
次
第
申
込
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

（
愛
媛
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）℡
０
８
９
―

９
１
３
―

８
６
８
６

お知らせ
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち

の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

ご
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
お
一
人
に

つ
き
３
０
０
万
円
以
内

利
率
　
年
２
・
35
％
※
母
子
家
庭
又
は

世
帯
年
収
２
０
０
万
円（
所
得
１
２
２

万
円
）
以
内
の
方
は
、
年
１
・
95
％

（
固
定
金
利
は
平
成
25
年
11
月
11
日

現
在
）

ご
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交
通
遺

児
、
母
子
家
庭
な
ど
は
18
年
以
内
）

使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、
ア

パ
ー
ト
な
ど
の
敷
金
や
家
賃
な
ど

ご
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
金
等
返
済

（
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返

済
も
可
能
で
す
。）

問
合
せ

　

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

℡
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
℡
０
３
―

５
３
２
１
―

８
６
５
６
ま
で
）

お知らせ

「
活
き
・
生
き
糖
尿
病
教
室
」
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
糖
尿
病
は
、
一
度
か
か
る
と

完
治
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
進
行

防
止
と
合
併
症
予
防
の
た
め
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
含
め
た
生

涯
に
わ
た
る
自
己
管
理
が
必
要

な
病
気
で
す
。
さ
ら
に
、
透
析

に
移
行
す
る
病
気
の
第
１
位

は
、
糖
尿
病
腎
症
で
あ
り
、
早

期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
私
た
ち
、
糖
尿
病
透
析
予
防

委
員
会
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん

や
そ
の
ご
家
族
、
糖
尿
病
に
関

心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿

病
に
関
す
る
病
状
や
治
療
法
を

正
し
く
理
解
し
、
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要

な
知
識
や
注
意
点
な
ど
を
習
得

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
南
宇
和
病
院
で
年
間
８

回
の
糖
尿
病
教
室
と
２
回
の
公

開
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
バ
ス
の
便
も
減
り
、

決
め
ら
れ
た
時
間
に
来
て
い
た

だ
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
今
回
初
め
て

「
活
き
・
生
き
糖
尿
病
教
室
」

と
題
し
、
９
月
18
日
（
水
）
、
御

荘
菊
川
の
「
愛
あ
い
サ
ロ
ン
」

で
糖
尿
病
の
出
前
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
35
名
の
参
加
が

あ
り
、
茎く

き

田だ

奈な

央お

子こ

医
師
に
よ

る
「
糖
尿
病
や
そ
の
食
事
療
法

に
つ
い
て
」
の
講
話
と
低
カ
ロ

リ
ー
の
お
菓
子
の
試
食
、
渡
部

圭け
い

一い
ち

理
学
療
法
士
に
よ
る
「
糖

尿
病
に
対
す
る
運
動
療
法
」
の

ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
、
活
発

な
質
問
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽

し
い
学
び
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、

医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法

士
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

検
査
技
師
が
出
前
し
て
、
地
域

の
皆
様
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
院
内
で
開

催
し
て
い
る
糖
尿
病
教
室
で
の

題
材
で
、
新
た
に
「
災
害
時
の

備
え
」
を
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

　
県
立
南
宇
和
病
院

　
糖
尿
病
透
析
予
防
委
員

問
合
せ

　

　
南
宇
和
病
院

　
内
科
外
来

 

℡
７
２
―

１
２
３
１
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　～逆境の先に～

陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

愛
媛
県
か
ら

　
愛
媛
県
、
愛
媛
弁
護
士
会
、
愛
媛
県
司
法
書
士
会
の
共
催
で
、
多
重

債
務
者
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
、
法

律
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
19
日（
木
）　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
山

申
込
締
切
日
　
12
月
18
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ   

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
２
６
―

２
６
０
３

お知らせ

－あいなん音故地新－
　ある日の明け方、十数年来の友人から電話があった。彼女は苦境に立たされてた。泣き

ながらあたしに訊く。“この苦しいのを乗り越えたら、強くなれるんかなぁ?”…苦しいこ

とを乗り越えたら強くなるって、強くなれるって、あたしも昔は思ってた。でも、強くは

なれん。強くなんかならんでいい。今はそう思う。苦しいこと乗り越えても強くはなら

ん。けどその分、優しくなれる。人に優しく、優しくなれる。そうやって人は磨かれてく

んやとあたしは思う。

　別の日、幼馴染から“生きてる意味がわからんなった”とメールがきた。なんで意味を

探そうとするん？意味が必要かな？あなたが今生きていて、隣で大切な人が笑う。あなた

を愛おしそうに抱きしめて、ずっと一緒にいたいと思う。それだけで十分や。それが答えや。

うまくいかんことが続いたら、毎日に疲れたら、迷ったら、負けそうになったら、空、見

上げてみて。空はいつだって味方してくれる。空の青さも流れる雲も、太陽も夕焼けも、

瞬く星も浮かぶ月も。いつだってあなたに力をくれ

る。今を生きてるんや。

　少し早いですが、みなさん良いお年を。東京から

愛南町へ思いを馳せて。（テノヒラkiku）

kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
か
ら

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　
２
月
28
日（
金
）ま
で

問
合
せ

　
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４

お知らせ

受
験
資
格
　
中
卒（
見
込
含
む
。）で
17
歳
未
満
の
男
子

応
募
期
間
　
１
月
10
日（
金
）　
締
切
り

第
１
次
試
験
日
　
１
月
18
日（
土
）

第
１
次
試
験
会
場
　
宇
和
島
市
役
所

問
合
せ  

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

SAT

5

12

19

26

　

7

14

21

28

　

6

13

20

27

　

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※1月の引取日は、8日、15日、
29日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

内海診療所
柏 TEL85-0341

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

西本病院
御荘平城 TEL73-2121
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（1月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（1月の収集は16日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（1月の収集は24日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（1月の収集は30日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

１月の主な行事予定
  3日（金）
  6日（月）
  8日（水）
12日（日）
　  〃
　  〃
13日（月）
19日（日）

14：00～16：30
9：00～16：00
13：00～15：00
9：00～16：00
9：00～16：00
14：00～15：45
8：30～17：00
9：30～11：40

愛南町成人式
消費生活相談員相談日
行政相談
第9回 愛南町女子6人制バレーボール交流大会
第16回 南宇和サッカー協会杯少年サッカー大会
親子映画会
第45回 深浦少年剣道大会
平成26年 愛南町消防出初式

御荘文化センター
役場本庁
城の辺学習館ほか
一本松交流促進センター
南レク城辺多目的広場
御荘文化センター
旧深浦小学校体育館（あいなん幼稚園体育館）
南レク城辺多目的広場

「ふるさと愛媛学」
サポーター養成講座
●御荘文化センター
　10：00～12：00

第3回 生涯学習講座
●御荘文化センター
　13：30～15：00



3

10

17

24

31

4

11

18

25

　

1

8

15

22

29

SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日

2

9

16

23

30

天皇誕生日

大晦日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）内海診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（1月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（1月の収集は8日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（1月の収集は14日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（1月の収集は20日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（1月の収集は22日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（1月の収集は28日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年3月1日～4月30日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　 9：30～11：30

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H22年9月1日～10月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

２０１３年
平成２５年１２月暮らしカレンダー

第9回 愛南町スポーツ少年大会
サッカー競技
●南レク城辺多目的広場
　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

愛いっぱい愛南産直市
●松山三越　12月3日（火）～9日（月）　10：00～19：00

第64回愛媛駅伝競走 
一本松～宇和島大会
※スタート10：00～
●開会式8：30～
　一本松山村開発センター

第16回 フレンドリーカップソフトバレー大会
●一本松交流促進センター・一本松体育館
　8：50～17：00

若者しごと相談会
●愛南町就職支援センター
　11：20～15：00

一本松地域文化発表会
●一本松山村開発センター
   10：00～15：00
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　愛南町には多くの種類のサンゴが成育しているが、そ

の中に写真のような生き物を見つけることができる。

　英語でクリスマス・ツリー・ワームと、おしゃれな名

前が付いている。ワームというのはゴカイの仲間という

意味である。日本語ではイバラカンザシという。日本人

には「かんざし」に、欧米人には「クリスマス・ツリー」

に見えたのだろう。文化の違いがみられるものの、どち

らも素敵な名前である。

　10円玉ほどの大きさで、サンゴに穴をあけて住んで

いる。普段は、クリスマス・ツリーに見えるえらの部分

を外に出して呼吸をしている。驚くと一瞬で穴の中に

引っ込んでしまうが、しばらくするとゆっくりと出てく

る。その様子は花が咲くようで美しく、何度も指でつつ

いてしまう。

　本物のクリスマ・ツリーは年末だけだが、この小さな

クリスマス・ツリーは、一年中、ダイバーを華やかな気

分にしてくれる。

（写真 : イバラカンザシ 撮影地 : 鹿島）

愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日!海日和!! 　  「メリークリスマス」vol37

　御荘文化センターを主会場

に、城の辺学習館、平城交流

センターで、町文化協会（宮

岡秀
ひ で ゆ き

幸会長）主催による「愛南

町文化祭」が 2日間にわたっ

て開催されました。今年は「創

ろう、守ろう、ふるさとの文化」

をテーマに、町文化協会に加

盟する 41 団体の展示・研究

と 41 団体の発表が行われま

した。

創ろう、守ろう、
ふるさとの文化

11/

9、10

すべての人が住みやすい町に・・・
　障害のある子どもの家族と支援者で活動を行う「あ

りんこくらぶ」(宮﨑和
か ず と も

友会長 )が、一本松交流促進セ

ンターで「第16回ありんこくらぶの催し」を開催しま

した。

　今回の催しでは、元茨城キリスト教大学看護学部教

授の藤村真
ま ゆ み

弓先生が『きょうだい支援の大切さ』と題し

て講演を行い、藤村先生が看護現場で遭遇してきた、

病児や障害児の“きょうだい”に起こる問題について

触れ、「幼い子どもの闘病の陰には寂しさを抱えた兄弟

姉妹もいることを忘れないでほしい」と訴えました。

　また、講演に先立ち、盲導犬利用者の気持ちを少し

でも分かってもらおうと、目隠しをして盲導犬の先導

で歩く体験コーナーもありました。

11/

9

写真

5

何に見える ?

写真

4
写真

6
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　日頃、舞台に触れる機会の

少ない子どもたちにミュージ

カルの楽しさを感じてもらお

うと、文化庁主催による「子ど

も体験授業」が福浦小学校で

行われ、福浦小学校をはじめ、

船越小、中浦小の児童や地元

住民の皆さんがミュージカル

の舞台を楽しみました。

　「体験授業」では、全国巡回

公演などで年間平均 300 ス

テージもの上演をこなす劇団

ポプラ（東京都）が、『オズの魔

法使い』を上演し、劇中の冒頭

などでは、福浦小の全児童が、

この公演のために練習した歌

でプロの劇団と共演しました。

ミュージカルに
挑戦

11/

5

写真

3

1 3

2 4

5

6

芸術の秋を満喫
10/

18

写真

1

　長月小学校で、御荘平城出

身のコントラバス奏者、吉本

宗
し ゅ う じ

司さんをはじめとする弦楽

器などの奏者を招いてミニコ

ンサートが開催されました。

　子どもたちは、開演のあい

さつで吉田章
あ き よ

代校長が「心、目、

耳、体全体で本物の音楽を感

じてください」と話したとお

り、美しい弦楽器の音色に聴

き入っていました。

　また、福村拓
た く や

哉くん（4年）

と竹平優
ゆ い

彩さん（3年）が指揮

者に挑戦する場面もあり、慣

れない手つきでタクトを振って

弦楽器八重奏を指揮しました。

　今年で 8回目となった秋

の恒例行事「ふるさと一本松

祭」が広見コミュニティーセ

ンター周辺で開催されました。

　会場では地元物産品販売な

どがあったほか、特設ステー

ジで福浦小学校児童による「福

浦風の子太鼓」や『羅
ら

り瑠
る

れ櫓
ろ

連
れ ん

』（大洲市）の「よさこい踊り」

などが披露され、多くの来場

者で賑わいました。

　また、会場の田んぼに作ら

れた特設土俵では闘牛の土俵

入りや迫力の結びも行われま

した。

満開のコスモス
に囲まれて

10/

20

写真

2

闘牛による
迫力の結び
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二神明日美さん

　南レク城辺芝球技場で「愛南サッカーフェ

スティバル 2013( キッズの部 )」が開催され

ました。大会には 12 チーム約 80 名の園児

が参加し、ゴールをめざして夢中でボール

を追っていました。
【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

優勝 長崎本気チーム（長崎保育所）
準優勝 なーしくん（あいなん幼稚園）

サッカーキッズの熱い戦い
10/27

優勝 長崎本気チーム

　南レク城辺球場を主会場に「第 20 回愛媛県秋季学童軟

式野球大会」が開催され、本町の南宇和軟式野球スポーツ

少年団のほか、各支部の予選を勝ち抜いた県内の強豪 15

チームが参加してトーナメント方式で優勝を争いました。

　少人数で日々の練習に励む南宇和軟式野球スポーツ少年

団は惜しくも初戦で敗退しましたが、練習の成果を随所に

発揮しました。

愛南の少年球児、強豪に挑む
11/9、10

　県内各地で行われた「第 26 回愛媛県中学校新人体育大会」に
郡予選を勝ち抜いた代表選手が出場しました。相撲では団体の部
で、剣道女子では個人の部で優勝を果たすなど、愛南町勢が大活
躍しました。
【大会結果は次のとおり（敬称略。本町選手の優勝、準優勝のみ掲載）】

団体の部

個人の部

県中学校新人体育大会で大活躍
11/9～

相撲　優勝 御荘中学校相撲部

剣道女子　準優勝 城辺中学校女子剣道部

相撲中量級　優勝 近平昌優（御荘中 2年）

　　　　　　準優勝 土居佑也（御荘中 1年）

相撲重量級　準優勝 佐々木剣心（御荘中 2年）

相撲無差別級　準優勝 佐々木剣心

剣道女子　優勝 二神明日美（城辺中 2年）

まさひろ

ゆうや

けんしん

    あ     す     み

御荘中相撲部
( 写真左から土居くん、近平くん、佐々木くん )

　「第 33 回南宇和郡小学校陸上競技大会」（10/17、南レク城辺多

目的広場）が開催され、町内小学校から選抜された選手が自己ベ

ストの更新をめざし、全力で競技しました。また、この大会の記

録上位選手（上位 2名、リレーは 2チーム）が、11 月 11 日に愛

媛県総合運動公園陸上競技場で開催された「愛媛県小学校陸上運

動記録会」に出場しました。
【県記録会の結果は次のとおり（敬称略。本町選手の入賞者のみ掲載）】

男子走高跳　6位 北原一樹（平城小 6年）1m38cm

自己ベストに挑む
10/17、11/11

いつき

北原くん

郡大会 6 年男子 60m決勝
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キラッ

あいな
んスポ

ーツ

グラウンドゴルフ大会優勝の山岡さん ( 写真中
央 ) と大戸さん ( 同右 )、橋本さん ( 同左 )

　南レク御荘多目的広場で、町老人クラブ連合会による「第 9回クロッ

ケー大会」（9月 24 日）と「第 10 回グラウンドゴルフ大会」（10 月 10 日）

が行われました。クロッケー大会に 18 チーム 60 名、グラウンドゴル

フ大会には 138 名の参加があり、楽しく汗を流しました。
【大会結果は次のとおり（敬称略）】

クロッケー大会
 優勝 久家 B　準優勝 山出 B　3位 一本松 A、僧都

グラウンドゴルフ大会

 優勝 山岡藏一（城辺 )　準優勝 大戸恒昭（御荘）　3位 橋本敏雄（御荘）

みんな元気にプレー
9/24、10/10 

1 部優勝 平城スポーツ少年団

　あけぼのグラウンドで「第 9回愛南町スポーツ少年大会ソフトボール競技」が開催されました。大会

は 3部に分かれて行われ、1部 ( ファストピッチ ) に 2チーム、2部 ( スローピッチ ) に 5チーム、3部 ( ミ

ニソフトボール ) に 3チームの計 10 チームが参加しました。
【大会結果は次のとおり（優勝のみ掲載）】

1部 優勝 平城スポーツ少年団　2部 優勝 城辺ソフトボールクラブ　3部 優勝 城辺少年サッカークラブ

ソフトボールで交流
10/20

クロッケー大会 優勝 久家 B

2 部優勝 城辺ソフトボールクラブ 3部優勝 城辺少年サッカークラブ

　愛媛県総合運動公園陸上競技場ほかで「愛媛スポーツ

レクリエーション祭 2013」が開催され、愛南町代表の選

手がクロッケーや陸上競技など各種競技に出場しました。
【大会結果は次のとおり（敬称略。本町選手の優勝者のみ掲載）】

クロッケー競技 (11/2 県総合運動公園補助競技場）

グランドシニアの部 優勝 僧都

相撲競技 (10/20 県総合運動公園相撲場)

個人戦 小学生の部 6年生重量級 清水幸之助（平城小）

陸上競技 (10/27 県総合運動公園陸上競技場）

男子 100m 高橋 走（城辺小 4年）15 秒 43

男子 100m(M35) 清家康弘（愛南体協）12 秒 58

男子走幅跳 (M35） 清家康弘 5m59cm

女子 3000m(W30) 白石沙織（愛南体協）11 分 25 秒 25

愛媛スポレク祭2013
10/20 ～

さおり

 こう    の    すけ

相撲競技 清水くん

クロッケー 僧都チーム

と し おくらいち つねあき

かける

やすひろ

陸上競技 高橋くん
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30

* 12月6日（金）・9日（月）・11日（水）・13
日（金）は御荘夢創造館で行います。
12月16日（月）は育児講座「英語であ
そぼう」を開催します。ぜひご参加
ください。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

12日（木）、26日（木）        13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

長月保育所

城辺保育所 らいおん組

城辺保育所 きりん組

12 月の子育てサポートご案内

22 日（日） 

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

クリスマス会        10:00 ～

12月30日（月）～ 1月3日（金）は
お休みです。

11日（水） 出張『わんぱく』 10:00 ～ 11:30
クリスマス会&修了式♪（要予約）
○城辺保健福祉センターにて

16日（月） 世代間 X
,
mas 飾り制作（要予約）

12月29 日（日）～ 1月3日（金）は
お休みです。
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師
走
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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10月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

10月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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愛なん食育推進 愛なん「海と農」の旬レシピ 第42 回
9

　漢字で書くと「鰤」、師走（12 月）においしくなるところからきています。久良地区で
養殖が盛んに行われ、「久良のブリ」として販売されています。
　この時期のブリは、脂肪をたくさん蓄えています。その脂肪には、お馴染みの DHA（ド
コサヘキサエン酸）や EPA（エイコサペンタエン酸）が多く含まれ、脳の働きや血流を促
進してくれます。
　一方「ハートオニオン」は、甘く柔らかい果肉が特徴の超極早生種の玉ねぎで、町内で
は約 1.2 ヘクタールの農地で作られています。苦味がなくフルーツ感覚で味わうことが
できるため、サラダにお勧めです。
　玉ねぎには「硫化アリル」という、涙が出てくる原因となる成分があり、ビタミン B1
の吸収を良くしたり、血液をサラサラにして動脈硬化を予防したり、また、疲労回復な
どの効果があります。
　お酒を飲む機会が増えてきます。健康管理のため、この 2品を食べながら飲むといい
かもしれませんね。

ブリのオニオンソース
〈材料（4人分）〉
ブリ
塩・こしょう
酒
サラダ油
玉ねぎ
人参
大葉
【ソース】
玉ねぎ（おろす）
生姜（おろす）
レモン
　　醤油
　　酢
　　砂糖

ブリは塩、こしょう、酒をふって、しばらく置く
（10分以上）
玉ねぎは薄切り、人参はせん切りにし、水でさっ
と洗ってから水気を切っておく。
生姜と玉ねぎをすりおろし、レモンは皮ごと細か
く切り、Aの調味料と合わせておく。
フライパンにサラダ油を熱し、ブリを焼く。蓋を
して中火で5分、裏返して火が通るまで焼く。
器に焼きあがったブリをのせて、玉ねぎ、人参を
盛り、③のオニオンソースをかけてせん切りにし
た大葉を飾って出来上がり。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　暑く長かった夏が嘘のように、冬の足音が駆け足で近づいて
きました。
　以前は確かに「春・夏・秋・冬」と季節を感じることができ、
食べ物の旬を楽しんでいたように思います。
　食材の旬とは無縁な話ですが、私が小学生の頃、両親の留守
中に初めて料理を作りました。その料理とは、誰が呼んだか「よっ
ちゃんライス」。卵、ソーセージとご飯を塩、こしょうで炒め
ただけのものですが、弟と一緒に食べるために、一生懸命作っ
た料理が完成したときには大きな達成感がありました。こげた
卵やベトベトのご飯の味は今でも憶えていて、私が料理を作る
きっかけになった出来事です。
　現在、食育推進を担当し、広報誌での「愛なん『海と農』の旬
レシピ」の紹介や、「うみらいくキッチン」を実施しています。参
加者の皆さんが魚をさばいたときの達成感や、料理をしている
ときの楽しそうな笑顔を見て、皆さんが楽しく料理をするきっ
かけになっているのでは、と感じています。

12 月の食材は、ブリとハートオニオンです。

　さらに、広報誌などに掲載した食育レシピを一冊のレシピ本
にする編集作業を行っています。皆さん、楽しみにお待ちくだ
さい。また、来年 1月 26 日 ( 日 ) には、福浦小学校体育館で食
育推進大会も実施します。福浦小学校の児童と地域の方々が取
り組んだ食育活動の成果発表や講演会を行います。多数のご参
加をお待ちしています。(Y)

　今月は、編集後記を旬レシピ担当者の Yさんにお願いしてみ
ました。Yさんは、料理の写真撮影のために自ら調理すること
もあるそうですが、料理の腕前はさておき、盛り付けに男性ら
しさが垣間見え、皿の周りにこぼれたタレがついたままになっ
ていたこともありました。
　「旬レシピ」には、愛南町自慢の旬の食材が使われています。
皆さんも、ちまたで好評を得ている「旬レシピ」にぜひとも挑戦
し、四季や食材の旬を五感で感じてみてはどうでしょうか。

4切れ
少々

大さじ 1
120g
40g
2 枚

80g
2cm
適量

大さじ 2
大さじ 3
大さじ 1

作り方

①

②

④

③

⑤

｛A
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